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特集 放課後子ども教室



で
編
成
す
る
縦
割
班
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
大
人
気
。
こ
の
よ
う
に
学
習
習
慣
の
定

着
の
場
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
学
年
を
越

え
た
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
・

自
立
性
を
育
む
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

■
学
校
と
地
域
で
つ
く
る
学
び

　

学
校
、
町
、
地
域
が
連
携
し
て
開
設
す

る
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、見
守
り
ス
タ
ッ

フ
な
ど
地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
が
地
域

に
根
付
き
、
あ
た
た
か
な
眼
差
し
が
、
放

課
後
の
み
な
ら
ず
、
日
常
生
活
で
も
変
わ

ら
ず
子
ど
も
た
ち
に
注
が
れ
て
い
ま
す
。

会
え
ば
挨
拶
を
交
わ
す
よ
う
な
大
人
が
地

域
に
い
る
と
い
う
安
心
感
は
、
子
ど
も
た

ち
を
よ
り
の
び
の
び
と
育
ま
せ
る
は
ず
で

す
。

　

本
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
生
涯
学
習
課　

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
２
２
（
直
通
）

友だちと過ごす 放課後 って、楽しいね！
放課後子ども教室では、このような活動をしています。（平成28・29 年度）

❶読み聞かせで、
　物語に入り込む
　児童たち。

❷町の歴史や文化・
　自然を題材にし
　た「茨城町ふる
　さとかるた」を
　活用した体験。

❸みんなで“しの
　パン”。自分たち
　で焼いたパンは
　とっても美味し
　い！

❹どんぐりクラフ
　トでは、可愛く
　装飾して、オリ
　ジナルの作品に
　仕上げました。

「
見
守
り
ス
タ
ッ
フ
」
募
集
中
！

　

各
小
学
校
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
、

見
守
り
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
と
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

▼
勤
務
日
数　

週
１
日
か
ら
４
日

▼
勤
務
時
間

　

開
始
時
間
の
30
分
前
か
ら
午
後
６
時
ま
で

▼
勤
務
内
容

　

参
加
児
童
の
見
守
り
、
学
習
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
補
助
（
児
童
の
受
付
、
学
校
の
宿

題
等
学
習
の
見
守
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
工
作
及
び
体
験
活
動
の
補
助
等
）

▼
雇
用
条
件

　

町
内
に
居
住
す
る
、
心
身
と
も
に
健
康
な

成
人
の
方
。

▼
申
込
方
法

　

生
涯
学
習
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
（
写
真
貼
付
）
の
上
、
生
涯

学
習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申

込
書
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

平
成
30
年
５
月
22
日
（
火
）
ま
で

▼
そ
の
他

　

賃
金
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
込
者
に
対
し
て

は
、
後
日
面
接
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
生
涯
学
習
課

　

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
２
２
（
直
通
）

❶❶❶ ❷❷❷

❸❸ ❹❹❹
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■
放
課
後
の
過
ご
し
方

　

学
校
か
ら
帰
る
と
、
家
に
ラ
ン
ド
セ
ル

を
置
い
て
近
所
の
友
達
と
遊
び
に
出
か
け

る
。
ひ
と
昔
前
ま
で
、
当
た
り
前
だ
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
生
活
は
、
時
代

に
よ
り
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に

は
、
共
働
き
家
庭
の
増
加
や
安
全
な
遊
び

場
の
不
足
、
一
人
で
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
機
の

普
及
な
ど
、
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
地
域
の

人
々
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
授
業
を
終
え
て
か
ら
も
、

楽
し
く
安
全
に
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
。

そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
町
で
は
平
成
28

年
度
か
ら
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
い
る
児
童
は
、

各
小
学
校
に
お
い
て
週
１
回
、
体
験
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
、
自
主
学
習
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
放
課
後
を
有
意
義
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。

■
成
長
で
き
る
場
所
に

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
多
様
な
体
験

や
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

町
民
講
師
に
よ
る
将
棋
教
室
や
、
異
学
年

放課後子ども教室

町内の全小学校で実施
放課後の小学校施設を活用し、参加児童が放課後を安全・
安心に過ごし、多様な体験・学習活動を行っています。

▶実施小学校及び開催曜日・時間

　長岡小学校…水曜日（下校時間～午後５時30分）
　大戸小学校…金曜日（下校時間～午後５時30分）
　青葉小学校…火曜日（午後４時～５時30分）
　葵小学校…木曜日（午後４時～５時30分）
　※土・日、祝日、長期休業等は休み

保護者からの声

家に帰ってくると「今日はこんなことをした。」
と楽しそうに話してくれるので、親子の会話に
つながっています。

子どもが工作教室で作ってきたものを、家に飾っ
ています。さまざまな活動ができているようで、
保護者としても嬉しく思います。

家
と
つ

子
て
保

活動を通して、家庭でも自主学習をする習慣が
少しずつ身に付いてきたようです。

違う学年の友達ができ、楽しんでいるようです。
参加させてよかったです。
違
参

活
少

❶ ❷

❸ ❹
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地域の身近な相談相手

５月 12日は
「民生委員・児童委員の日」

茨城町民生委員・児童委員名簿

　民生委員制度は、大正６年（19
17年）５月12日に誕生しました。
100周年を迎えた歴史ある制度です。

民生委員
児童委員

民生委員・児童委員とは
　乳幼児から高齢者までの誰もが安
心して暮らせるよう、生活上の悩み
ごとや心配ごとなどの地域の相談に
広く応じています。また、相談内容
に応じて、必要な支援が受けられる
よう地域の専門機関とのつなぎ役に
なります。

お気軽にご相談ください
　社会奉仕の精神のもと、町内では
61人の委員がボランティアで活動し
ています。委員は、厚生労働大臣の
委嘱を受け、相談についての秘密を
守ることが法律で義務づけられてい
ます。安心してご相談ください。

【問合せ先】社会福祉課
　　　　☎029－240－7112（直通）

担　当　地　区 氏　名

長岡（坂上）

長岡（坂下・町営長岡団地）

長岡第二・前田第三の一部

矢頭（東区の一部・町営矢頭団地）

矢頭（東区・北区の一部）

矢頭（西区・中丸原）

植農

谷田部

小鶴

小鶴

小鶴・三島

前田第一

前田団地

前田東･前田第三の一部

下郷・大山原

大畑・上郷・馬渡

明光台団地・桜団地

常井・近藤・瑞穂

桜の郷

木部西部・木部東部

木部南部・上飯沼南部

飯沼・上飯沼

下飯沼

下土師

赤坂・桜丘団地

奥谷・サングリーン奥谷

越安・蕎麦原・駒渡・千勝

野曽・野曽後谷

南栗崎・南川又

秋葉

南島田・神谷

増山・坂東

鳥羽田

下雨ヶ谷・生井沢

上雨ヶ谷・下座

小幡

五里峰

古宿・千貫桜

小堤

小堤

駒場

神宿・本郷

海老沢

城之内

宮ヶ崎

宮ヶ崎第四・昭和

宮ヶ崎第五・第六・日進

網掛

船渡・飯塚

東永寺・飯塚

中山・矢頭（北区の一部）

新興・前原・金沢

中石崎・桝原

長洲

遠西・後谷・宮前

前谷・台

若宮

明光中学区（主任児童委員）

明光中学区（主任児童委員）

青葉中学区（主任児童委員）

青葉中学区（主任児童委員）

浅野　榮子

黒田　洋子

小澤二三子

青山美枝子

小川伊勢子

緒方　和子

山口　成子

大瀧かつ子

佐藤　善秋

坂田　勝則

中村　隆一

入之内勝子

星野　公光

岡部　　勇

飯塚美智子

岩﨑喜代志

春秋　正弘

福田美智子

髙橋　燦𠮷

林　　則子

山中　　平

東ヶ﨑静仁

髙安テル子

萩谷　昭文

田口　孝子

鬼澤　洋一

中村　惠子

佐久間洋一

中島ふみ江

関口　道子

川又　　優

上野　憲三

鳥羽田博之

上田　正信

天神　健一

井川　誠之

奥谷　健一

米川　富彦

林　　孝和

間宮　洋子

長谷川美代子

木野内　壽

山西　康男

小橋　嘉男

鈴木　紀子

竹下　道子

加藤　壽一

髙根沢清一

飯田　慶子

石﨑　信夫

荻谷　節子

武藤　栄光

大和　惠子

長洲　哲夫

清水　　章

横須賀康則

坂場　利治

越藤留美子

大貫　光一

別所　惠子

上田　智夫

担　当　地　区 氏　名

5 2018.５　広報　いばらき

新入生が元気に学校生活をスタート
町内の小・中学校で入学式

　

心
地
よ
い
春
の
陽
気
と
な
っ
た

４
月
、
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
小

学
校
で
２
０
９
人
（
長
岡
小
61
人
、

大
戸
小
34
人
、
青
葉
小
61
人
、
葵
小

53
人
）、
中
学
校
で
２
４
３
人
（
明

光
中
１
５
３
人
、
青
葉
中
90
人
）
の

児
童
生
徒
が
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
、
新
し
い
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

青
葉
小
学
校
の
入
学
式
で
は
、
先

生
や
上
級
生
な
ど
に
温
か
く
迎
え
ら

れ
た
新
入
生
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で

入
場
。
担
任
の
先
生
か
ら
一
人
ず
つ

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、「
は
い
！
」

と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

式
が
終
わ
る
と
、
教
室
で
初
め
て

の
学
級
活
動
。
真
新
し
い
教
科
書
が

配
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
へ
の
期
待
で
、
キ
ラ

キ
ラ
と
し
た
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

（写真：平成30年度　青葉小入学式）
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Town News　“まちのできごと”

　茨城町商工会青年部は、２月11日に「きらり子どもあんど
ん 2018」を町運動公園にて開催し、町内小学校の児童が将
来の夢などをイラストや文字で自由に表現した行灯が出展さ
れました。
　その後の審査会では、展示した行灯の中から、田﨑朱莉さ
ん（青葉小）と岡野椛恋さん（大戸小）の作品を最優秀賞に
決定し、二人には表彰状が贈られました。

きらり子どもあんどん2018
あんどん作品表彰

茨城地区交番連絡協議会
水戸警察署より感謝状を授与
茨城地
水戸警

3/22
（木）

　茨城町産メロンが初出荷を迎え、栗𠩤憲一郎さん
が202ケースを市場へ初出荷しました。
　初出荷となった26日、ＪＡ水戸茨城町メロン部会
（石川峯男部会長）をはじめ、関係者が城之内の集
荷場でシーズン開始を祝いました。栗𠩤さんは「例
年より寒さが厳しかったので、温度管理に特に気を
使い、早い時期にいいメロンができた。」と話しま
した。
　オトメメロンは４月下旬に出荷のピークを迎え、
続いてアンデス、レノンが５月中下旬に最盛期とな
る見通しです。

　平成９年から、各種防犯活動や、地区交番の環境
整備などの警察業務の推進に協力してきた茨城地区
交番連絡協議会が、水戸警察署長より感謝状を受け
たことを称え、小林宣夫町長よりお祝いの言葉が贈
られました。
　江幡幸起会長は「町の安全・安心を守るという使
命感を持って活動してきた。今後も各交番と連携し
ていきたい。」と抱負を語りました。

甘くて美味しい！
町産メロンの初出荷
甘くて
町産

3/26
（月）

茨城町更生保護女性会
町内の小学校へかるた寄贈
茨城町
町内

3/14
（水）

　13日に町内各中学校で、20日には町内各小学校
で卒業式が行われ、学校生活を終えた児童生徒が、
思い出が詰まった校舎から旅立ちのときを迎えました。
　長岡小学校では、一人ひとりに卒業証書が授与さ
れ、卒業生はこれまでの学校生活に思いを馳せなが
ら、新たな一歩を踏み出しました。

　茨城町更生保護女性会から、町内全小学校に、茨
城県更生保護女性連盟結成60周年の記念品として
作成された「更女かるた」が計８組寄贈されました。
　大野眞弓会長は「同連盟の会員が日ごろの活動を
通して感じた思いをかるたにして表現した。町内児
童の健全育成のために活用してほしい。」と寄贈へ
の思いを語りました。

小学校卒業式
3/20
（火）

未来へと羽ばたく卒業生
中学校卒業式

し、二人には表彰状が贈ら

校卒業式小学校
20
火）

未来へ
中学校

3/13
（火）

青葉小学校３年
田﨑　朱莉さん

大戸小学校５年
岡野　椛恋さん

　※学年は平成30年３月現在
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Town News
まちのできごと
Town News
まちのできごと
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Town News
まちのできごと
Town NewsTown News
まちのできごとまちのできごと
Town News
まちのできごと

　平成29年公益財団法人茨城県体育協会長褒状授
与式がホテルレイクビュー水戸で行われ、各種競技
大会で優秀な成績を収めた町内の中学生４人が表彰
されました。
　表彰式では、受賞者を代表して中島双汰さん（明
光中）があいさつをし、馬術競技の難しさと今後の
意気込みを述べました。

　茨城県市町村会館において、平成29年度の町村会自治
功労者表彰式 （主催：茨城県町村会） が行われ、県内各町村
の発展に顕著な功績のあった方が表彰されました。
　町からは、吉田實宏さんと石井敏幸さんの２人が、民間
自治功労者として表彰されました。

　吉田さんは教員時代から、40年以上にわたり、町内の小・中学生に正しい自転車の乗り方や交通ルールを指導。
定年退職後もボランティアで活動を続けてきました。石井さんは、保護司を14年以上、行政相談委員を12年以
上務めるとともに、茨城町補助金等審議会の委員としても12年間務め、地域に貢献されました。

町内の中学生４人
茨城県体育協会長褒状を授与

平成29年公益財
与式がホテルレイ
大会で優秀な成績

町内の
茨城県

2/10
（土）

全国教育美術展での受賞を報告
明光中　全国学校賞の教育美術特賞を受賞

定年退職後もボラ
上務めるとともに

全国教
明光中

2/27
（火）

長年にわたる功績を称えて
「民間自治功労者」表彰

茨城県市町村会
功労者表彰式 （主催
の発展に顕著な功

長年に
「民間

2/15
（木）

　明光中学校が、全国の2586校から11万4989点の応
募があった「第77回全国教育美術展（主催：（公財）教
育美術振興会）」で、昨年の全国学校賞の日本放送協会
会長賞に続き、教育美術特賞を受賞しました。また、個
人賞には美術部員５人と、授業で作品を制作した生徒２
人の計７人が特選に選ばれました。
　27日には、個人賞を受賞した７人の生徒が小林宣夫
町長を表敬訪問し、これらの結果を報告しました。小林
町長からは「生徒たちはものを見る視点が鋭く、指導に
あたった角谷由美教諭がその視点を上手に引き出してい
る。これからも絵を描き、人生を豊かにしてほしい。」
とお祝いの言葉が贈られました。

　　 受賞者
中島　妃香留
（明光中学校１年）
篠原　輝利
（明光中学校３年）

　　　　　　　　大会名
第41回全日本ジュニア障害馬術大会2017
チルドレンライダー障害飛越競技（中障害Ｄ）
第86回全日本自転車競技選手権大会
ロードレースＵ15の部

功績
第３位

優勝

　　 受賞者
大垣　結夢
（青葉中学校２年）
中島　双汰
（明光中学校２年）

　　　　　　　　大会名
2017全世界青少年空手道選手権大会（組手）
女子14～15歳　－55kg級
第69回全日本障害馬術大会2017
中障害飛越競技Ｃ
（標準）
（スピードアンドハンディネス中障害C）

功績
第２位

優勝

菊地健太郎前副知事、吉田實宏さん、石井敏幸さん、酒井和二前副町長

家畜だって、夢を見る
３年　小野 綾華 さん

美術部の仲間
２年　金澤 さくら さん

雪の夜
１年  大山 和輝 さん

桜狩りの春
２年  雨海 みら さん

おだやかな公園の景色
１年  関 愛深 さん

青春
１年  木村 真由美 さん

見上げる猫
１年　藤井 琴弥 さん

※順不同・敬称略

　※学年は平成30年３月現在

※学年は平成30年３月現在
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人
事
異
動

４
月
１
日
付
役
場
職
員
の
異
動
・
退
職
お
よ
び
新
規
採
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

人
事
異
動

新
規
採
用
者　

 

14
人
（　

）
内
は
配
属
先

退　

職　

者　

 
14
人
《
平
成
30
年
３
月
31
日
・

　
　
　
　
（　

）
内
は
所
属
名
》

平
成
30
年

▼
中
村
真
也
（
町
長
公
室
長
）▼
眞
家
誠
（
総

務
部
長
） 

▼
奥
谷
輝
男
（
保
健
福
祉
部
長
） 

▼
小
野
寺
晃
宏
（
生
活
経
済
部
長
） 
▼
中
村

恵
治
（
都
市
建
設
部
長
）　

▼
勝
山
利
治
（
み

ど
り
環
境
課
長
）　

▼
小
松
﨑
則
男
（
会
計

管
理
者
兼
会
計
課
長
）▼
上
野
広
之
（
議
会

事
務
局
長
）　

▼
高
野
橋
利
広
（
健
康
増
進

課　

課
長
補
佐
）　

▼
宮
澤
昭
洋
（
農
業
委

員
会
事
務
局　

課
長
補
佐
）　

▼
飯
田
宏
子

（
長
岡
幼
稚
園　

教
頭
）　

▼
亀
山
聡
（
財
政

課　

係
長
）　

▼
寺
田
克
也
（
保
険
課　

主

事
）　

▼
大
城
泰
平
（
生
涯
学
習
課　

主
事
）

▼
大
高
和
也
（
企
画
政
策
課
）▼
小
泉
勇
揮

（
税
務
課
）▼
鈴
木
良
哉
（
税
務
課
）▼
有
坂

明
莉
（
社
会
福
祉
課
）▼
守
屋
美
里
（
こ
ど

も
課
）▼
板
倉
加
歩
（
保
険
課
）▼
高
田
直
樹

（
農
業
政
策
課
）▼
竹
内
真
由
（
町
民
課
）▼

島
田
裕
之
（
道
路
建
設
課
）▼
藤
本
昂
志
（
下

水
道
課
）▼
下
岡
宗
大
（
生
涯
学
習
課
）▼
山

形
沙
也
香
（
会
計
課
）▼
檜
山
実
咲
（
学
校

教
育
課
）▼
坂
葉
太
雅
（
消
防
本
部
）

▼
町
長
公
室
長　

横
田
修
一　

▼
総
務
部
長

小
沼
芳
久　

▼
保
健
福
祉
部
長　

飯
田
照
夫

▼
生
活
経
済
部
長　

菅
谷
康　

▼
都
市
建
設

部
長　

安
正
弘

▼
秘
書
広
聴
課
長　

飯
田
昭
彦　

▼
企
画
政

策
課
長　

田
口
眞
一　

▼
町
民
協
働
課
長　

渡
辺
訓　

▼
総
務
課
長　

根
矢
真
由
美　

▼

税
務
課
長　

立
原
一
仁　

▼
長
寿
福
祉
課
長

柳
澤
久
子　

▼
こ
ど
も
課
長　

亀
形
綾
子　

▼
健
康
増
進
課
長
兼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
施

設
長　

本
多
英
男　

▼
農
業
政
策
課
長　

菅

谷
久
巳　

▼
商
工
観
光
課
長　

塚
本
真
司　

▼
町
民
課
長　

木
村
善
久　

▼
み
ど
り
環
境

課
長　

黒
田
貢　

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長　

荻
津
晴
幸　

▼
学
校
給
食
共
同
調
理
場

長　

桃
井
雅
和　

▼
議
会
事
務
局
長　

長
洲

茂
広　

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

岡
野
清

▼
消
防
本
部　

総
務
課
長　

斎
藤
博
史　

▼

消
防
本
部　

警
防
課
長　

海
老
澤
友
一　

▼

消
防
本
部　

予
防
課
長　

中
山
勝
典

課
長
級

部
長
級

　前副町長の酒井和二氏が退
任したことに伴い、小林弘文
氏（元茨城県職員）が４月１
日付で副町長に就任しまし
た。
　小林副町長は就任の挨拶で
「少子高齢化による人口減少
など、大変厳しい状況が見込
まれる中でも、茨城町が元気
で明るい町となるよう全力を
尽したい。」と意気込みを語
りました。

茨城町副町長
小林弘文氏　就任

　

町
の
死
因
の
約
６
割
は
が
ん
や
心
疾
患
、

脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
で
す
。
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
お

い
て
重
要
な
の
が
、
健
康
診
査
や
が
ん
検
診

の
定
期
的
な
受
診
で
す
。「
健
康
だ
か
ら
」「
自

覚
症
状
が
な
い
か
ら
」
と
健
康
診
査
を
受
け

な
い
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
突
然
倒

れ
て
初
め
て
病
気
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
健
康
診

査
や
が
ん
検
診
を
受
診
し
、
自
身
の
身
体
に

つ
い
て
知
り
、
病
気
の
予
防
・
早
期
治
療
を

し
ま
し
ょ
う
。

 

▼
生
活
習
慣
病
と
は
？

　

生
活
習
慣
病
と
は
、
偏
っ
た
食
生
活
や
運

動
不
足
、
睡
眠
不
足
、
喫
煙
、
過
度
の
飲
酒

な
ど
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が
原
因
と

な
っ
て
発
症
す
る
病
気
の
こ
と
で
す
。
生
活

習
慣
病
に
は
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異

常
症
、
肥
満
、
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
卒
中
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
な
ど
を
放
置
し
て
し
ま
う
と
、
動
脈

硬
化
と
い
う
血
管
が
も
ろ
く
、
硬
く
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
る
状
態
が
急
速
に
進
み
、
心
臓
病
や

脳
卒
中
な
ど
の
命
に
関
わ
る
病
気
に
か
か
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
生
活
の
見
直
し
や

運
動
習
慣
を
つ
け
る
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
生
活
を
送
る
、
禁
煙

を
す
る
、
お
酒
は
適
量
に
す
る
こ
と
な
ど
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

 

▼
町
で
受
け
ら
れ
る
健
康
診
査
・
が
ん
検
診

　

町
で
は
、
19
歳
〜
39
歳
の
方
が
受
け
ら
れ

る
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
、
40
歳
〜
74
歳
の

方
が
対
象
と
な
る
特
定
健
康
診
査
（
茨
城
町

国
民
健
康
保
険
被
扶
養
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
ご
加
入
の
健
康
保

険
組
合
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）、
75
歳
以
上

の
方
が
受
け
ら
れ
る
高
齢
者
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
検
診
は
加
入
の
健

康
保
険
に
関
係
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
、
早
期

に
が
ん
を
発
見
し
治
療
を
行
い
、
症
状
の
悪

化
や
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
低
下
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

町
で
は
、
６
月
か
ら
健
康
診
査
を
実
施
し

ま
す
。（
総
合
健
診
の
申
し
込
み
は
４
月
よ

り
実
施
中
で
す
）
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
生
活
し
て
い
く
た
め

に
、
こ
の
機
会
に
ご
家
族
や
ご
友
人
と
健
康

診
査
・
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課　

　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
３
４
（
直
通
）

健
康
診
査
・
が
ん
検
診
を
受
け
、生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

健康増進課（保健センタ
ー）5月の予定

日 曜日

８

９
　

10

13

22

火

水
　

木

日

火

１歳６か月児健診

健康相談

８～９か月児育児相
談

５歳児健診

パパママ教室（申込
者）

３歳児健診

午後 1:00～ 1:30

午前 9:00～11:30

午前 9:45～10:00

午後 1:00～ 1:30

午前10:00～10:30

午後 1:00～ 1:30

事　業　名 
受付時間
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○
ふ
る
さ
と
の
弥
生
の
空
の
薄
月
夜
風

円
や
か
に
頬
を
撫
で
ゆ
く

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

煙
そ
の
顔
は
凛
々
し
く
強
く
氷
上
を
跳

ぶ
大
白
鳥
羽
生
連
覇
す

河
野　

久
子（
網　

掛
）

煙
色
つ
き
の
園
芸
用
の
手
袋
を
新
調
す

れ
ば
春
の
ス
タ
ー
ト

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

水
稲
の
種
撒
く
シ
ー
ズ
ン
迫
り
来
て

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
補
修
を
始
む

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

　

梅
林
に
媼
の
ご
と
く
横
た
わ
る
古
木

に
三
つ
白
梅
咲
け
り　

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

図
画
帳
に
我
が
顔
描
く
男
孫
の
絵
の

髪
は
ク
ル
ク
ル
目
は
パ
ッ
チ
リ
と

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　
「
し
あ
わ
せ
か
」夫
と
吾
と
に
問
い
く

れ
し
白
寿
で
逝
き
し
姑
の
こ
と
ば

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

夕
霧
と
い
う
名
の
椿
葉
隠
れ
に
淡
い

ピ
ン
ク
の
今
花
盛
り

鶴
町
あ
い
子（
常　

井
）

　

厳
寒
で
根
も
張
れ
ず
に
浮
い
て
き
し

草
草
を
抜
く
懸
命
に
抜
く

藤
井　

功
子（
長　

岡
）

　

さ
ん
さ
ん
と
陽
光
浴
び
て
堤
に
は
数

羽
の
鴨
が
日
向
ぼ
こ
な
り

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

（
評
）
田
口
さ
ん―

土
の
下
で
春
を
待
ち
続
け
た
ミ
ミ

ズ
の
出
番
が
や
っ
と
き
た
。
春
の
天
気
の
よ
い
穏
や
か

な
日
を
感
じ
さ
せ
る
。
岡
山
さ
ん―
土
づ
く
り
を
し
た

田
ん
ぼ
は
、
自
然
の
恵
み
を
米
と
い
う
価
値
あ
る
も
の

に
変
え
て
く
れ
る
。
佐
久
間
さ
ん―

ウ
グ
イ
ス
は
春
告

鳥
、
花
見
鳥
と
いっ
た
別
名
も
あ
り
、
春
を
象
徴
す
る

鳥
。「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
い
う
雄
の
囀
り
を
聞
く
と
、

日
本
の
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
。

（
評
）
皆
藤
さ
ん―

故
郷
の
薄
月
夜
と
頬
を
撫
で
る

風
。一首
に
静
か
な
抒
情
が
流
れ
る
。「
円
や
か
」
で

歌
が
生
き
た
。
河
野
さ
ん―

あ
の
羽
生
結
弦
を
詠

む
。
種
明
か
し
を
す
る
よ
う
に
「
大
白
鳥
」
と
い
う

見
事
な
比
喩
で
決
め
た
。
歌
の
着
地
も
成
功
。
中

島
さ
ん―

「
園
芸
用
の
手
袋
」
を
色
つ
き
に
新
調

し
て
春
の
ス
タ
ー
ト
。
明
る
く
軽
や
か
な
詠
み
ぶ
り

は
春
風
の
よ
う
に
読
者
に
元
気
を
く
れ
る
。
岡
山
さ

ん―

岡
山
さ
ん
の
春
の
ス
タ
ー
ト
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
補
修
か
ら
。
気
負
わ
な
い
実
感
が
生
活
者
を
思
わ

せ
る
。

○
陽
炎
や
蚯
蚓
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
土
均
す

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

煙
霞
む
田
の
香
り
は
藁
と
落
葉
か
な

岡
山　

一
二（
上
石
崎
）

煙
う
ぐ
い
す
の
囀
る
山
は
春
気
配　
　
　

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

眠
る
山
起
こ
す
が
如
く
辛
夷
咲
く

　
　
　
　
　

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

日
溜
り
や
土
手
に
咲
き
い
る
黄
水
仙

浦
井　

正
子（
宮
ケ
崎
）

　

啓
蟄
や
丁
寧
に
靴
磨
き
上
ぐ

　
　
　
　
　

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

梅
東
風
や
花
び
ら
つ
れ
て
畑
道

　
　
　
　
　

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

竹
林
に
見
つ
け
嬉
し
き
菫
か
な

　
　
　
　
　

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

　

鮮
や
か
な
五
弁
の
椿
空
き
家
に
も

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

春
あ
ら
し
ハ
ウ
ス
と
我
に
気
合
い
入
れ

　
　
　
　
　

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

　

手
軽
で
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
販
売
。
し
か
し
、
中
に
は
悪
質
な
業

者
も
多
く
存
在
し
「
代
金
を
支
払
っ
た

が
商
品
が
届
か
な
い
」、「
ニ
セ
モ
ノ
が

届
い
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

お
試
し
の
つ
も
り
で
購
入
し
た
ら
、
定

期
購
入
に
な
っ
て
い
て
解
約
で
き
な

い
、
な
ど
の
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。

主
な
事
例
や
対
策
を
知
っ
て
、
ト
ラ
ブ

ル
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
そ
の
１　

ブ
ラ
ン
ド
品
を
購
入
し

た
が
ニ
セ
モ
ノ
が
届
い
た

　
〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
有
名
ブ
ラ
ン

ド
品
が
安
価
で
販
売
さ
れ
て
い
た

の
で
注
文
し
た
。
支
払
い
は
、
銀

行
振
込
し
か
選
択
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り

込
ん
だ
。

　
購
入
す
る
前
に
こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
��

□
実
在
す
る
住
所
や
電
話
番
号
、
サ
イ

ト
運
営
者
の
氏
名
が
正
確
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
か
？　

　

連
絡
手
段
が
電
子
メ
ー
ル
の
み
の
場

合
、
相
手
か
ら
返
信
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
連
絡
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

□
支
払
い
方
法
の
選
択
肢
が
複
数
あ
り

ま
す
か
？

　

前
払
い
の
銀
行
振
込
し
か
選
択
肢
が

な
く
、
個
人
名
義
口
座
の
場
合
は
、
注

意
が
必
要
で
す
。
銀
行
振
込
を
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
入
金
後
お
金
を
取
り
戻

す
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

□
商
品
価
格
が
、
正
規
販
売
に
比
べ
て

安
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

商
品
の
状
態
や
販
売
形
態
に
も
よ
り

ま
す
が
、
市
場
価
格
よ
り
極
端
に
安
す

ぎ
る
場
合
は
、
商
品
が
本
物
で
あ
る
か

慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□
不
自
然
な
日
本
語
表
記
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

商
品
説
明
や
配
送
方
法
な
ど
、
サ
イ

ト
内
の
日
本
語
の
表
現
が
不
自
然
な
場

合
、
外
国
の
業
者
の
可
能
性
が
あ
り
、

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
問
合
せ
に
対
し
て
日

本
語
が
通
じ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
例
そ
の
２　

お
試
し
の
つ
も
り
で
購

入
し
た
ら
定
期
購
入
だ
っ
た

　
〇
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
表
示
さ
れ
た

広
告
を
見
て
、
お
試
し
価
格
で
健

康
食
品
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
「
４

回
継
続
購
入
が
必
須
」と
言
わ
れ
、

解
約
で
き
な
い
。

　
購
入
す
る
前
に
こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
��

□
買
う
前
に
「
定
期
購
入
」
が
条
件
に

な
っ
て
い
な
い
か
契
約
内
容
を
確
認

し
ま
し
た
か
？

　

定
期
購
入
が
条
件
に
な
る
と
い
っ
た

表
示
が
小
さ
く
、
気
付
か
な
か
っ
た
な
ど

の
事
例
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

□「
解
約
・
返
品
で
き
る
か
ど
う
か
」
な

ど
解
約
条
件
を
確
認
し
ま
し
た
か
？

　

通
信
販
売
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解
約
条
件
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
事
業
者
名
や
連
絡
先
が
正
確
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

中
に
は
契
約
先
が
海
外
の
事
業
者
で

あ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。
所
在
地

や
電
話
番
号
、
サ
イ
ト
運
営
者
の
氏
名

が
正
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】

　

茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
（
２
９
１
）
１
６
９
０

（
直
通
）

消費生活
センター

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
で
の

購
入
は
慎
重
に
！

ま
ろ

ま　

ご

み
み
ず
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募　集

　グラウンド・ゴルフは、専用のクラブでボールをス
タートマットから打って転がし、ホールポストに入れる
までの打数を競うゲームです。
　ルールはとても簡単で、高度な技術がなくてもプレイ
できるようになっているので、子どもからご年配の方ま
で幅広い世代が簡単に楽しめるスポーツです。
　また、初めての方でも公認指導者の助言により楽しく
プレイしながら覚えることができます。
▶活動日時　毎週土曜日　午前９時～
▶場所　奥谷公園
▶入会資格　小学４年生以上の町内在住または在勤の方
　　詳しくは以下の連絡先までお問い合わせください。
　【問合せ先】Ｋ・Ｓグラウンド・ゴルフクラブ
　　　　　　 石井　信一　☎０２９－２９２－４８１１

　５月１日（火）、涸沼自然公園の管理事務所内に新たに
売店がオープンします。
　町の特産物である「しじみ」をはじめ、農産物や加工
品など多数ご用意しています。オープン当日には、オー
プニングセレモニーを開催。無料配布もございますの
で、ぜひご家族揃ってお越しください。また、オープニ
ングセレモニーの中で、売店名称を発表します。
▶営業日　4月～12月（月曜定休）
　　　　　1月～3月（土・日曜日のみ営業）
▶営業時間　午前10時～午後４時

●オープニングセレモニーについて
▶日時　5月1日（火）
　　　　午前９時30分～

　【問合せ先】商工観光課（茨城町観光協会事務局）
　　　　　　 ☎０２９―２４０－７１２４（直通）

お知らせ

　21世紀の高齢社会を支えていくためには、看護の心、
助け合いの心を分かち合うことが必要です。こうした心
を誰もが育むきっかけとなると共に、気軽に看護にふれ
ていただくことを目的に開催します。
▶日時　5月12日（土）正午～午後３時30分
▶場所　茨城県立県民文化センター　大ホール
▶プログラム　12：00　式典
　　　　　　　13：00　キャンドルサービス
　　　　　　　13：30　アトラクション
　　　　　　　14：00　特別講演
　　　　　　　　　　　　講師　マシコタツロウ氏
　　　　　　　15：30　閉会
▶その他　入場無料、どなたでも参加可。
　【問合せ先】（公社）茨城県看護協会
　　　　　　 ☎０２９－２２１－６９００

５月１日（火）、涸
店がオープンしま
町の特産物である
など多数ご用意し

お知らせ 涸沼自然公園に売店オープン！

第54回いばらき看護の祭典
～看護の心をみんなの心に～

健康づくりと交流のためグラウンド・
ゴルフを始めてみませんか募

グ
ター
まで
ル

でき
で幅
ま

プ
▶活
▶場
▶入
　　
【
　　

品な
プニ
で、
ング
▶営
　　
▶営

●オ
▶日
　　

【
　　

▶ 他 場 料 参加
【問合せ先】（公社）茨城県看護協会
　　　　　 ☎０２９－２２１－６９００

売店
町

品な

お

水戸市
第50回記念水戸市芸術祭
　水戸市民が、様々な芸術文化活動の成果を発
表する水戸市芸術祭。美術・音楽・文学・演劇な
ど９部門で22事業を開催します。
　今回は第50回の節目を記念した特別企画も多
数開催されます。
　会場に足を運んで、文化都市・水戸の芸術の
息吹を感じてみませんか。
▶期間　5月13日（日）～9月2日（日）
※詳細は水戸市ホームページをご覧ください。
　http://www.city.mito.lg.jp/
　【問合せ先】水戸市文化交流課
　☎０２９－２９１－３８４６（直通）

大洗町
大洗しらす祭
　これまで、秋に開催の「大洗しらす祭」を、今
年は6月に開催します。春と秋に旬を迎えるしら
すの味わいをお楽しみください。当日は、生しら
す丼をはじめとした海の幸が並びます。
▶日時　6月10日（日） 午前９時～午後２時
▶場所　大洗町魚市場　※雨天決行
※天候により内容が変更になる場合があります。
　【問合せ先】大洗町農林水産課
　☎０２９－２６７－５１１１（内線343）

Neighboring town

平成30年
工業統計調査を実施します

、
心
れ

平成3
工業統お知らせ

○平成30年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製
造事業所を対象に、平成30年６月１日時点で実施します。

○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らか
にすることを目的とする政府の重要な調査で、統計法
に基づく報告義務のある基幹統計調査です。

○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地
域行政施策のための基礎資料として利活用されます。

○調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外
（税の資料など）に使用することは絶対にありません。
○調査の趣旨・必要性をご理解いただき、回答をよろし
くお願いします。

　【問合せ先】企画政策課 ☎０２９－２１５－８００３（直通）

11 2018.５　広報　いばらき2018.５　広報　いばらき 2018.５　広報　いばらき

情報
５月の納税

○軽自動車税　全期
・納期限内に銀行、コンビニまたは役場窓口で納付し
ましょう。

・口座振替を利用している方の、車検用納税証明書は
６月15日に発送予定です。

納期限は５月31日（木）

募　集
茨城町奨学金貸付事業
修学が困難な学生を対象に
奨学金を貸付けます

　平成30年度から、経済的理由により大学・短期大学・
専修学校の専門課程での修学が困難な学生を対象に奨学
金を貸付けます。
　奨学生として採用された場合、貸付金額月額２万円
（年額24万円）を在学する大学等の正規の修業期間にわ
たり貸付けを行います。
　また、大学等を卒業後、６か月以内に茨城町に定住を
開始し、その後５年を経過した場合に奨学金全額の返済
を免除します。
▶申込期間　4月20日（金）～６月29日（金）
▶申込方法　学校教育課へ申請書等持参
　その他詳細は、広報いばらき４月15日号及び町ホーム
ページに掲載しています。
　【問合せ先】学校教育課
　　　　　　 ☎０２９－２４０－７１２１（直通）

困ったら
一人で悩まず行政相談

６月15日に発送

納期限

困った
一人でお知らせ

　毎日の暮らしの中で、「手続きが分かりにくい」、「どこ
の窓口に申請してよいか教えてほしい」、「分かりづらい
道路案内を改善してほしい」など、困っていること、望
んでいることはありませんか。こんな時、行政相談委員
にご相談ください。
　町では、総務大臣から委嘱された２人の行政相談委員が
活動しており、今月は以下のとおり、行政相談を行います。
　相談は無料・秘密厳守です。事前申し込みは不要です
ので、お気軽にご利用ください。
▶日時　5月21日（月）　午後１時～４時
　　　　※行政書士無料相談会も同日開催します。
▶場所　茨城町総合福祉センター「ゆうゆう館」２階 会議室３
▶行政相談委員　石井　敏幸　☎０２９－２９２－０２６３（代）
　　　　　　　　海老澤栄子
　【問合せ先】町民協働課　☎０２９－２９１－８８０２（直通）

道路建設課からのお願い

ページに掲載してい
【問合せ先】学校教
　　　　　　 ☎０２

望
員

が
。
す

３
代）

道路建お知らせ

▶道路の路肩・法面への除草剤の使用について
　道路の路肩・法面に除草剤を使用すると、土が崩れ道
路を傷める原因になります。そのため、道幅が狭くなり
車の事故にもつながってしまいます。安全な道路の延命
と美しい道路環境を守るため、道路の路肩・法面には除
草剤を使用しないよう、ご協力をお願いします。

　　　　

▶道路上に張り出した枝などの管理について
　道路上に張り出した枝などは、道路の見通しを悪くさ
せ歩行者や車両通行の妨げとなって、思いがけない事故
の原因になることがあります。樹木・竹林・生垣などの
所有者の方は伐採や剪定を行い、誰もが安心して通行で
きる安全な道路づくりにご協力をお願いします。
　【問合せ先】道路建設課
　　　　　　 ☎０２９－２４０－７１１５（直通）

防災行政無線などを用いた情報
伝達訓練(試験放送)を実施します

▶場所　茨城町総合福
▶行政相談委員　石
　　　　　　　　海
【問合せ先】町民協

防災行
伝達訓お知らせ

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、情報伝達
訓練を行います。この訓練は、全国瞬時警報システム（J
アラート）（※）を用いた訓練で、町内の防災行政無線屋
外スピーカー及び防災ラジオから、訓練放送が流れます。
▶訓練実施日時　5月16日（水）　午前11時頃
▶訓練で行う放送試験
　町内の防災行政無線から、一斉に次のように放送されます。

　（※）Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお
伝えするシステムです。

　【問合せ先】総務課　☎０２９－２４０－７１２５(直通)

除草剤を使用していない路肩 除草剤を使用している路肩

【放送内容】
●上りチャイム音
●「これは、テストです。」×３回
●「こちらは、防災いばらきです。」
●下りチャイム音

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

せん

102018.５　広報　いばらき



2018.５　広報　いばらき

悪徳の輪舞曲
（中山 七里 著）

花のいのち
（瀬戸内 寂聴 著）

雨と詩人と落花と
（葉室 麟 著）

湖畔の愛
（町田 康 著）

徳 輪舞曲 花のいのち雨と詩人と落花と

しばはま
（野村 たかあき 著）

魔力の胎動
（東野 圭吾 著）

　学校帰りに喫茶店で過ごす
のが日課の小学生がいた。あ
る町の赤い樽のある喫茶店
で、常連客の老小説家から、
タタンと名付けられた。あた
たかな会話によってタタンが
学んだのは…。店に訪れる
人々の心に染みる幸せの詰
まった物語。

樽とタタン
（中島　京子 著）

　香田陽皆は28歳、雑貨店に
勤めている。地元で愛される
小さな洋菓子店を営む、パ
ティシエの父と母、そして妹
の４人暮らし。おいしいス
イーツと、なごやかなパティ
シエ一家。高台の街にある洋
菓子店で繰り広げられる、心
温まる家族の物語。

スイート・ホーム
（原田　マハ 著）

新刊1 新刊2

新刊続々

おすすめの新着本

2018 年５月の休館日
図書館カレンダー

 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28 29 30 31

みみんなの
図書館

みんなの
図書館

おはなし会（毎月第２、４土曜日）
　５月12日（土）午後　2時から
　５月26日（土）午前11時から

絵本となかよし（毎月第２、４木曜日）
　５月10日（木）午前10時30分から 
　５月24日（木）午前10時30分から

どちらも図書館「おとぎのくに」で開催します。
皆さまのご来館をお待ちしています。

イベント情報

◆
新
刊
・
新
着
本
の
ご
案
内

スイ ト ホ ム

あかちゃん新社長が 
やってきた

（マーラ・フレイジー 著）

ぼくはなんでも 
できるもん

（いとう みく 著）

茨城町立図書館
☎ 029－240－7131

ホームページ
http : //www.lib.t-ibaraki.jp/

  休

  休   休 

  休 

 休 休
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５月17日（木）は、まんまるーむでスマイル講座の託児が
行われるため、午前９時から午後１時は開放いたしません。
午後１時からは通常開放となります。

定期子育て相談　（町内在住者対象）
毎月第２水曜日
時　間：午前９時30分～11時30分
場　所：保健センター　健診室
　子育てに関する相談をお受けします。内容により保健セン
ター(保健師、管理栄養士)と連携して対応します。身体計測
も実施しています。

【問合せ先】こども課　子育て支援センター　☎ 029－291－0980（直通）
　　　　　　　　　　　茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内

ボランティアによるピアノ演奏
18日(金)、30日(水)
時　間：午前11時～11時15分
　お子さんの好きな曲や保護者が癒される曲の演奏がありま
す。リクエストを受け付ける場合があります。

ボランティアと遊ぼう
11日(金) 　午前10時30分～11時30分 
　一緒に手遊びをしたり、おしゃべりをしたりして地域の
方々と交流をしましょう。

５月の予定
2日(水)
8日(火)
9日(水)

11日(金)
16日(水)
17日(木)
18日(金)
22日(火)
23日(水)
24日(木)
25日(金)
30日(水)

読み聞かせ
砂場開放
定期子育て相談
ボランティアと遊ぼう
読み聞かせ
スマイル講座 (※)
ボランティアによるピアノ演奏
砂場開放
『集いの場。ＴＵ☆ＮＡ☆ＧＵ』
第２回子育てサークル
お楽しみシアター
ボランティアによるピアノ演奏

読み聞かせ
毎月第1・3水曜日
時　間：午前11時～11時15分
場　所：まんまるーむ(遊戯室)
　子育てボランティアが絵本や紙芝居の読み聞かせに来てく
れます。親子でゆったりとお話の世界を楽しみましょう。

砂場開放
8日(火)、22日(火)
時　間：午前10時30分～11時30分
　砂遊びの道具は用意してあります。お気軽に遊びに来てく
ださい。

都合の良い
時間にどうぞ（　　　　　）

要予約
子育てセミナー
スマイル講座｢保健師による講話｣(託児付)
～子どもの発達のおはなしと
　　　　　　　　簡単ストレッチ～

　子育ての仲間との出会う場。おしゃべりする場を設け
ました。出会った仲間や子育て支援センターの職員、子育
てボランティアと話したり、質問したりして子育ての不安
を解消しましょう。どうぞお気軽にご参加ください。妊婦
さんの参加も大歓迎です。

対　象：平成28年4月2日以降に生まれた子どもとその
保護者及び妊婦

日　時：5月23日(水)　午前10時30分～11時30分
場　所：保健センター 健診室　
持ち物：バスタオル、水分補給用の飲み物、靴入れの袋

オムツ替え用シート(代用の物でも可)

子育ての仲間との出
ました。出会った仲間
てボランティアと話し

予約不要
子育てセミナー
『集いの場。ＴＵ☆ＮＡ☆ＧＵ』
～つながる・なかま・ぐちこぼし～

　保健師からお子さんの発達についての話を聞いたり、
わからないことや不安なことを質問したりしてみませんか?
お母さん向けの簡単ストレッチも行います。
日　時：５月17日(木)　午前10時30分～11時30分
募　集：８組 
場　所：講座　保健センター 健診室
　　　　託児　まんまるーむ(遊戯室)　　　　　　　　
申込み：５月1日(火) 先着順(定員になり次第締め切り)
　　　　詳しくはお問い合わせください。

【託児について】
　保育士の資格をもつ職員とボラ
ンティアの方々がお子さんを預か
り、まんまるーむで一緒に遊んで
過ごします。詳しくは予約時にご
案内します。 《昨年度の様子》

　茨城町子育て支援センターは子育て親子に寄り添
い、親子のふれあいと絆を深める活動を行っています。

（※）まんまるーむの利用について

ゆうゆう館 まんまるーむ(遊戯室)を開放
日曜祝日、年末年始を除き午前9時から午後5時まで、未就学児とその保護者はどなたでも利用できます。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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Presented by 町
管理栄養士

健康
レシピ
健康

　普段普通に食べているつもりでも、食べすぎや油っこい食事などの食習慣がみられます。
しかし、油脂類を一切摂取しなかったり、野菜だけを食べたりといった食事をすれば、カラダに
必要な栄養素が不足してしまいます。１日３食バランスのよい食事をとることを心がけましょう。

「
脂
質
異
常
症
予
防
」

【問合せ先】健康増進課　☎029－240－7134（直通）

［材料］４人分

〈作り方〉

まいたけ　　１パック（１００ｇ）
ぶなしめじ　１パック（１００ｇ）
鶏もも肉
（皮なし）　　　　　　１００ｇ
にんじん　　　　　　　　４０ｇ
たけのこ　　　　　　　１００ｇ
油揚げ　　　　　　１枚（１６ｇ）
だし汁　　　　　　　　　８０cc
しょうゆ　　　　　　大さじ２強
　　　　　　　　　　　（４０ｇ）
砂糖　　　　大さじ２、小さじ１
　　　　　　　　　　　（２４ｇ）
みりん　　　大さじ１、小さじ１
　　　　　　　　　　　（２４ｇ）
油　　　　　　　小さじ２（８ｇ）
ごはん　　　　　　　　５２０ｇ
あさつき　　　　　　　　　８ｇ

①　まいたけとぶなしめじは小房にわける。鶏肉は一口大よりもやや小さめに切る。に
　んじんは３㎝長さのせん切りにする。たけのこは３㎝長さ、２㎜幅の薄切りにする。
　油揚げは長い辺を半分に切り、細切りにする。あさつきは小口切りにする。
②　フライパンに油を入れて火にかけ、鶏肉を炒める。
③　肉の表面が全体に白っぽくなったら、まいたけ・ぶなしめじ・にんじんを加えてざっ
　くりと炒める。油揚げとＡを加えて強火で焦げないように炒め煮する。水分がなくなっ
　てきたら火からおろす。
④　炊き立てのごはんに③を入れて混ぜ合わせ、あさつきを散らす。

〈作り方〉
①　ごぼうはささがきにする。豆腐は軽く水切りする。
②　フライパンに鶏肉・豆腐を入れて炒め、そぼろを作る。豆腐はそぼろ状になるよう
　にくずす。火が通り、色が変化してきたらごぼうを加える。全体に油がまわったら、
　Ａを加えて煮る。
③　ごぼうに火が通ったら、ごはんの上にかけ、かいわれ大根をトッピングする。

食物繊維・植物性たんぱく質・青魚を積極的に摂りましょう
　食物繊維…コレステロールや中性脂肪が腸内で吸収され
　　　　　　るのをさまたげる働きがあります。
　　　　　　⇒ゴボウ・ニンジン・大根などの根菜類、
　　　　　　キノコ類、コンニャク、海藻類、果物など
植物性たんぱく質…血液中のコレステロールや中性脂肪を
　　　　　　　　　減らす働きがあります。
　　　　　　　　　⇒煮豆、豆腐、納豆などの大豆製品
EPA・DHA…悪玉（LDL）コレステロールを減らす働きが
　　　　　　あります。
　　 　　　　⇒サバ、イワシ、サンマなどの青魚

栄養成分（１人分）
エネルギー  　346Kcal
塩分　　　　  1.5g

栄養成分（１人分）
エネルギー  　409Kcal
塩分　　　　  1.3g

［材料］４人分
鶏ひき肉　　　　　　　２４０ｇ
木綿豆腐　　　　　　　１００ｇ
ごぼう　　　　　　　　１４０ｇ
かいわれ大根　　　　　　　適量
砂糖　　　　大さじ１、小さじ１
　　　　　　　　　　　（１２ｇ）
しょうゆ　大さじ１、小さじ２強
　　　　　　　　　　　（３２ｇ）
みりん　　　大さじ１、小さじ１
　　　　　　　　　　　（２４ｇ）
おろししょうが　　　　　　８ｇ
油　　　　　　　小さじ２（８ｇ）
ごはん　　　　　　　　５２０ｇ

Ａ

兼
献
献
献
献
献
験

Ａ

兼
献
献
献
献
献
験
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【問合せ先】保険課　☎ 029－240－7113（直通）

人間ドック・脳ドック費用の補助について
人間ドック費用の補助をはじめます！

　国民健康保険に加入の方及び後期高齢者医療保険に加入の方を対象に、生活習慣病予防対策の一環として脳
ドックの費用の一部を補助していましたが、平成30年度から人間ドックの費用の一部も補助対象とします。
　疾病の早期発見、早期治療により健康増進を図りましょう!
　◆対象者　（下記の要件を満たしている方）         
　　○国民健康保険に加入の方
　　　①町で交付している国民健康保険被保険者証をお持ちの方
　　　　※申請後、受診日までに国民健康保険の資格を喪失した方は補助対象となりません。
　　　②平成 30年 4月 1日現在で満 40歳以上の方
　　　③国民健康保険税を完納している世帯の方
　　○後期高齢者医療保険に加入の方
　　　①町内に住所を有する後期高齢者医療保険被保険者証をお持ちの方
　　　②後期高齢者医療保険料を完納している方       
　◆申込み等について
　　　▶申込方法 印鑑・保険証を持参し、保険課 （5番窓口）
 までお申し込みください。
　　　▶受付期間 5 月 7日（月）～ 5月 31日（木）
　　　▶補助金額 25,000 円（昨年度までは 20,000 円）
 （自己負担額については、医療機関等にお支払いください） 
　　　▶募集人員 国民健康保険加入者（200 人）、後期高齢者医療保険加入者（80人）
 ※昨年度補助を受けた方は対象となりません。
 ※人間ドック・脳ドックの補助は重複して受けることはできません。
 ※申込み順となるため、定員になり次第、締め切りとなります。 
　　　▶実施機関

名　　称 所　在　地 種　　　別 自己負担額
桜ヶ丘クリニック

水戸中央病院

水戸協同病院

茨城県総合健診協会
東関東クリニック

筑波大学附属病院

茨城町奥谷 1076

水戸市六反田町 1136-1

水戸市宮町 3-2-7

水戸市笠原町 489-5
水戸市白梅 3-4-8

つくば市天久保 2-1-1

脳ドック
人間ドック
脳ドック
人間ドック
脳ドック (定員 50人 )
人間ドック (定員 20人 )
人間ドック
人間ドック
脳ドック
※人間ドックのオプション

12,800 円
17,120 円
18,200 円
16,040 円
18,200 円
15,942 円
16,040 円
41,960 円

85,160 円
  

人間ドック
各種健康診断

受付中受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付中中中中中中中中中中中中中中中受付中受付中受付中
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2018年（平成30年）
5月1日　発行

◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　平成30年３月末現在
　男　16,396人
　女　16,363人
　総人口　32,759人
　世帯数　12,914世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の情報発信中!!

●●町公式ホームページ
　http://www.town.ibaraki.lg.jp/

　　　　 ●町公式ツイッター
https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/
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里山に育む生きものたち
№69　ハナウド
（セリ目　セリ科）

写真・文　　安　昌美

　

５
月
に
な
り
ま
す
と
、
晩
春

の
も
の
か
ら
初
夏
の
も
の
へ
と

里
山
の
目
立
つ
植
物
も
替
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
今
月
は
５
月
中

旬
か
ら
６
月
初
旬
に
目
立
つ

ハ
ナ
ウ
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
ハ
ナ
ウ
ド
と
は

　

ハ
ナ
ウ
ド
属
に
含
ま
れ
る

大
型
の
越
年
草
、
と
き
に
多

年
草
と
さ
れ
ま
す
。
茎
は
直

立
し
、
高
さ
は
２
ｍ
に
達
し

ま
す
。
茎
は
中
空
で
、
葉
を

含
め
、
全
体
が
柔
ら
か
で

す
。
日
本
固
有
の
変
種
で
、

本
州
（
関
東
以
西
）・
四
国
・

九
州
に
分
布
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
福
島
県
南
部
で

も
み
ら
れ
ま
す
。
茨
城
県
内

で
も
、
北
茨
城
市
、
大
子
町

な
ど
に
も
あ
り
、
比
較
的
広

く
分
布
し
て
い
ま
す
。
生
育

地
は
川
辺
の
草
地
や
林
縁
な

ど
湿
っ
た
所
に
群
生
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
茨
城
町
で

は
南
川
又
、
木
部
、
越
安
、

馬
渡
、
下
石
崎
の
記
録
が
野

帳
に
あ
り
、
主
に
涸
沼
川
に

沿
っ
て
見
ら
れ
ま
す
。
花
期

は
５
月
か
ら
６
月
と
さ
れ
ま

す
が
、
町
内
で
は
５
月
が
多

い
よ
う
で
す
。
写
真
は
涸
沼

川
の
堤
防
と
河
川
敷
に
群
生

し
て
い
た
も
の
を
撮
り
ま
し

た
。
花
は
茎
の
先
端
部
に
集

ま
っ
て
つ
き
、
セ
リ
科
の
特

徴
あ
る
花
序
で
す
。
一
つ
ひ

と
つ
の
花
は
小
さ
い
の
で
す

が
、
集
ま
る
と
人
の
目
に
は

白
く
大
き
な
花
の
よ
う
に
見

え
ま
す
。
紫
外
線
も
み
え
る

昆
虫
に
は
ど
の
よ
う
に
見
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。
花
序
の

縁
に
あ
る
花
で
は
外
側
の
花

弁
は
大
き
く
二
つ
に
裂
け
て

い
ま
す
。
最
外
側
の
花
全
体

で
縁
を
飾
っ
て
、
目
立
つ
よ

う
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

▼
ハ
ナ
ウ
ド
の
生
活

　

ハ
ナ
ウ
ド
は
虫
媒
花
で
、

虫
を
集
め
る
花
序
は
工
夫
さ

れ
、
茎
の
先
端
の
花
序
は
結

実
し
ま
す
が
、
茎
か
ら
側
に

出
た
枝
に
つ
く
花
は
雄
の
花

で
実
を
つ
け
な
い
そ
う
で
す
。

よ
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
越

年
草
、
と
き
に
多
年
草
と
さ

れ
ま
す
が
、
越
年
草
は
冬
を

越
し
、
春
か
ら
夏
に
開
花
・

結
実
を
し
て
枯
れ
ま
す
。
多

年
草
と
さ
れ
て
も
、
毎
年
花

を
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
一

回
結
実
性
で
、
花
を
つ
け
、

実
を
つ
け
た
後
は
枯
れ
ま

す
。
果
実
は
扁
平
、
広
卵

形
、
長
さ
約
１
㎝
で
す
。
盛

夏
の
頃
の
群
生
地
に
は
枯
れ

た
茎
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で

す
。
植
物
も
花
の
時
ば
か
り

で
は
な
く
、
時
間
の
流
れ
、

月
、
年
な
ど
の
単
位
で
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

学名 L. subsp.Heracleum sphondylium
var. (Kitag.)H.Ohbasphondylium nipponicum

※来月号からはちびっ子アートを掲載します

イベント開催日決定！

イベント７月 ８日（日）　　開催期間 ６月23日（土）～７月16日（月）
午前10時～午後８時

【問合せ先】商工観光課　☎ 029－240－7124（直通）
※出店受付期間　５月14日（月）～５月25日（金）　土・日・祝日を除く




